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欧米再遊日誌（5）
演ASM．
理學博士山本一清
　　　　　　　　　　　　　8月13日（土曜日）
一LINE　朝，7野牛までよく眠った．8時20分食事，
それから甲板散歩．
　正午，佛國ブ1ロ1ン港に投錨．新聞を資りに來たので，パリのもの2種を
買ふ．チエコ問題が非常にやかましい．15時までひるね．
　夕食後，右舷に英國ポ1ツマス軍港が見えた．21時，サザンブトン港に入り
23時出帆．塞いので，厚いシャツを7る．
8月14日（日曜日）曇．
　夜中，0時牛頃，暫く停船したらしい．8時起き，食後，室内で日誌をかく・
正午，英國西端のシリ1諸島を通過す．之れが激洲の見納めである，
8月15H（月曜日）　雲と霧・
　正午の船の位置，西継15。35’，北緯500’．昨日より航走360浬．当分の間，
毎夜牛に時計を48分だけ邊らせる．
　午後，太李洋の船便問ひ合はせのためニウヨ1クの矢島氏に電報を聚した・
8月16日（火曜日）　曇．
　正午の船の位置，西繧23。55’，北緯49。18’，昨日より航走322浬．
　北北西の強風で，波は高く，船はおそい．自分は薬日臥床．朝食は略した．
i氣温18。，水温1　60．
　15時牛，ニウヨ1クの矢島氏より祝電・調川丸は9月4日頃ロスアンデルス
出帆の由．司れで大に安心した．萬事好都合，まことに天鮪である．
8月17日（水曜日）　晴．うねり．
　正午の船の位置，西経32。26’，北緯48。0’．航走337浬．
　天氣は良くなったが，うねりが甚だしい．しかし概して言ふと，現今太西洋
を渡る船は以前に比べてよほど改良された効果が著しく，前のDeutschland號
でも，今のVolendam號でも，揺れが少ない．
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　15時，娯樂室で“Hurricane”と題する馬飛が上映された・
8月18日休曜日）晴．正午の船の位置，西維40“54’，北緯45弓55’・航走351
　浬．
　太西洋も牛ばを過ぎ
たので，船客も今11あ
たりから事蓄電宛へ往復
して，ユウヨ1ク：細論
後のアメリカ旅行の計
遜などを始める・
　15時牛，回板で競馬
遊戯．今夜から毎夜雫
　　　　　　　　　　　　v・1・Tid・un號（オラン〃reアメリカ汽船曾1虚！二2562〔臆i）に時計は30分つつ遅ら
す．
8月19日（金曜日）　曇．；tF一午の船の位置，西維4911’，北緯4320・航走349
　浬．
　朝から海上は濃霧であるが，此の船では霧笛を鳴らさない！
8月20日（土曜日）正午の船の位置・西経56G17’・北緯42　1S’．航走3311「1！．
　朝起きて見ると，海上は多少の波があり・船も少し揺れてみる・しかし，も
はや米ノ（陸に近づいたので，皆何となく迄血留置しい・午後久しぶりで右舷に
船が見える．
　18時43分，口淡の時，2秒ばかり4）美しい緑閃光を見た・塞は次第に晴れて，
20時からはきれいな星察を干しむことが出來た．
8月21日（日曜H）正午の船の似置，西維63．’57’・北緯41。20’．航走352浬．i氣
　温26’，　フk言最2α．
　朝6時に起きて，甲板を散歩したが，追手の微風で，船の上は全く無風に等
しい．
　11時，一同，船岡の健康診断をうけた・午後は室内で荷物の整理・1S時から
は食党で“リ・ヨナラ”晩餐．左舷にも，右舷にも，穴小の船が歩で1りに見える・
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ニウヨ1クが近いしるしである・船の時計は既に＝ウヨ1ク市中の時刻と同じ
になって了つた．
8月22日（月曜日）　晴．
　午前中，船の文庫の岡書を費却するとV・ふので，自分はエラスムス傳を一冊
買った．
　20時頃から右舷には・ングアィランドの岸や，賑やかな灯が見える・21時，
船はニウヨ1ク港口に投錨．室を焦がす街の火を見ながら，今夜一夜は尚ほ船
中で静かに眠る．　　　　　　　　　、「：’1’一『’∵　「”『ジ∵』』∵「軌　－芦　τ「下伊｝
・月…（畑晴　　tt託　’tt’　’　・．t／　tづ■
　特別に皆早く起され・6時に
食事・8時に船はホボ1ケンの
岸壁に着く．それから移民官や
慰労の検査があったが，皆，順
序よくすんで，10時に上陸，船
會肚のバスで第42街に出で，そ
れからタクシで，第74街の國米
に落付いたのは11時であった．
?????
ニウヨ1クの摩天槙遠望
輪，
午後，領事館，川崎汽船（矢島氏），銀行靴めぐり，英子へ電報膿し・時
計の修理などした．ニウヨ1クは，やはり，暑い．
8月24日（水曜日）　晴．
　正午頃から市中へ買物に出かけ，RCAの建物の中にある博物館など見て，
22時に宿へ蹄つた．明日は出発である．
8月25日（木曜日）　晴．
　朝9時牛，ニウヨ1クのべンシルバニや停車場から“プレシヂン・ト”號で出
畿，正午ブイラヂルフィヤで乗り換へ，14時20分一旦ハリスバ1グで下車・ゲ
テスバ1グの古戦場を見物しやうかと思つ允が，暑さに閉ロして，止め・15時
霞の急行列車に乗って了つた．アメリカの汽車は，冷房装置が完全なので，救
はれる・20時25分，ピツバ1グ清．フォト・ピツ・ホテルに入る・
8月26日（金曜日）　晴’
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此のビツバiグは1933年に來たことのある」＝地であるが，今回こしに來たの
　　　且く．C．A．ラヂオシチ1
8月27日　　（土曜日）　　ll｝li’下し．
早帆フォト・：t・・1ンで中．央標Il嚇となる．6時10りし・：　一7Jゴll∫ユ跡ンP3
・il，：ng／Ff．　【白〔ち‘こ二」ヒ酉f弊魂〔場1こ1二
って，食’1二して，市中へ川かけ
よう1して1みると，偶然にもバ
1クリ11∫の；iイシナ教授に會つ
た．幽幽1もストクホルムからの
睡りである．暫く立ち話しして
再會を約して別れ，それからブ
イルド博物舘と水族館とを見
た・午後，第36衛のY．M．C・し
ほ，1「ド建築中のプラネタリウムを見る
やうに，ツア1ス會吐の人々に薦められ
t・：　hiらである・それで，今口は二二共の
場所へ行って見た．此所ほノ1ス・サイ
ドC“，オハヨ衙とフェデラル衙との交る
所で・もと市役所のあった踊；で，建策ほ
争第一一・階だけを経つたばかり・完唆は前
途尚遠い．‘‘Buhl　P藍allt’tar三un1”と名オ：
炎示されてみる．
　・’lt後，　1刈ews劇場で1，斜’ljの：　1；trit，
Antoinetteを見，其の．巳念に1’heroigne
遺・、碗・・甑t’・1…t一買’広汽帆吻岐
みものである．
20P　．／‘　，ビツ’・’・1グ臨シカゴ‘ζ向ふ．
豪lif　ts食堂車の内部
を訪れたところ，いつの聞にかノ乏札が縫って了ってみるのを見て，驚いた．シ
カゴ‘t出年n光節約時刻である・
　22時，北西停車場獲のチャレンジや號に飛り，カリフオニヤに向ふ・
